
令和6年度 大田区
私立認可保育所の指導検査

会計経理編

大田区こども家庭部保育サービス課指導検査担当



（１）本資料は会計の重点項目について、ポイント
を記載しています。
詳細な内容、根拠法令は「別添資料」に記載が
ありますのでご確認下さい。

（２）資料作成時の要綱等に基づき作成しています
ので、最新の根拠法令をご確認下さい。

注意事項
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● 令和６年度の重点項目
１ 経理等通知が遵守されているか

２ 計算書類・会計帳簿は適正に作成されているか

３ 処遇改善等加算・キャリアアップ補助金の交付

要綱が遵守されているか

● 連絡事項
１ 収支計算分析表の提出

２ 施設調査書の記載・提出

３ 指導検査にあたり
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本日の説明内容



会計経理の重点項目

(１) 「経理等通知」等が遵守されているか。
① 支出内容は適正か。
② 弾力運用の要件を満たしているか。
③ 本部運営経費の充当が適正に行われているか。

(２） 計算書類等は適正に作成されているか。
① 保育所ごとに区分し作成されているか。
② 施設の貸借対照表は当期末における残高を適正に反映している

か。

(３) 処遇改善等加算通知・キャリアップ補助金交付要綱が遵守されているか。
① 「財務情報等の公表」が適正に作成・公表されているか。
② 賃金の改善が行われているか。

別添資料Ⅰ2
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1．経理等通知 ①概要

1) 委託費は保育所の「人件費」「管理費」「事業費」
に充てる。

「人件費」は保育所に属する職員の給与

「管理費」は保育所の運営に必要な経費

「事業費」は入所児童の処遇に直接必要な経費

２)「要件」を満たした場合に、1)以外に支出する（弾

力運用）ことができる

満たしている要件によって支出内容、限度額が異なる

別添資料Ⅲ１
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1．経理等通知 ①概要

●役職員の私的な支出

●保育所に勤務実態のない職員の給与

●法人本部や他の施設の運営経費（弾力運用により認められる場合

があります）

●保育所の運営に関係があるかどうか確認できない

⇒ 契約書・請求書・領収書、成果物、業務報告書等によ

り保育所運営に関係があることを説明できることが必要

別添資料Ⅲ1,Ⅱ4
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委託費を財源に保育所の運営に関係のない支出を行っていた



委託費収入の弾力運用

別添資料Ⅲ２

要件 限度額 対象施設 弾力運用の内容(対象経費) 備考

【要件１】
適正な保育所運営の確
保に必要な要件

委託費 当該保育所 人件費・管理費（事務費）・事業費の相互流用

【要件１】
＋

【要件２】
延長保育事業等、別表
１に掲げる事業を実施

改善基礎分※ 同一の設置者
が設置する保
育所等

１ 保育所等の建物、設備の整備・修繕、環境
の改善等に要する経費

２ 保育所等の土地又は建物の賃借料
３ 以上の経費に係る*借入金(利息部分を含
む)の償還又は積立のための支出

４ 保育所等を経営する事業に係る租税公課★１

経理等
通知
[別表２]

★１ 「保育所等を経営する事業に係る租税公課」は、保育所の運営に関して、個人立の保
育所の場合に課せられる所得税、営利法人立の保育所の場合に課せられる法人税等が
考えられる。固定資産税等、消費税等は含めない。

※ 改善基礎分：処遇改善等加算の基礎分
改善要件分：処遇改善等加算の賃金改善要件分
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２ 委託費の弾力運用1．経理等通知 ②弾力運用
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要件 限度額 対象施設 弾力運用の内容(対象経費) 備考

【要件１】
＋

【要件２】
＋

【要件３】
①～③のすべて

①計算書等の備え付けと閲覧

②毎年度次のア又はイを実施
ア 第三者評価加算の認定
イ 苦情解決の仕組みの周
知、第三者委員の設置・
苦情内容及び解決結果の
定期的な公表

③ 処遇改善等加算の賃金改
善要件を満たす

改善基礎分※ 同一の設置者が
運営する子育て
支援事業

１ 子育て支援事業を実施する施設の建物、
設備の整備・修繕、環境の改善及び土地の
取得等に要する経費

２ １の経費に係る借入金（利息部分を含
む）の償還又は積立のための支出

経理等通
知
[別表３]

同一の設置者が
運営する社会福
祉施設等

１ 社会福祉施設等の建物、設備の整備・修
繕、環境の改善、土地の取得等に要する
経費

２ 社会福祉施設等の土地又は建物の賃借料
３ 以上の経費に係る借入金（利息部分
含む）の償還又は積立のための支出

４ 社会福祉施設等を経営する事業に係る租
税公課

経理等通
知
[別表４]

委託費の３か
月分(改善基
礎分を含み、
改善要件分を
除く）※

同一の設置者が
設置する保育所
等

１ 保育所等の建物、設備の整備・修繕、環
境の改善、土地の取得等に要する経費

２ 保育所等の土地又は建物の賃借料
３ 以上の経費に係かる借入金（利息部分
含む）の償還

４ 保育所等を経営する事業に係る租税公課★1

経理等通
知
[別表５]

同一の設置者が
実施する子育て
支援事業

１ 子育て支援事業を実施する施設の建物、
設備の整備・修繕、環境の改善及び土地の
取得等に要する経費

２ １の経費に係る借入金（利息部分を含
む）の償還又は積立のための支出

経理等通
知
[別表3]

委託費収入の弾力運用



1．経理等通知 ②弾力運用

別添資料Ⅲ２
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弾力運用の限度額を超えて支出していた

● 認可外保育所、認証保育所は「保育所等」に該当しない

● 保育所等の建物、設備整備に要する費用、租税公課(法
人税等）などの弾力運用の合計額が限度額を超えていた

「対象施設」以外の施設の経費に支出していた



1．経理等通知 ③前期末支払資金残高

● 前期末支払資金残高は、本部運営経費、他の保育所等の運営、

施設設備の整備等に要する経費に充当できるが、事前協議が必要

・社会福祉法人・学校法人は理事会の議事録に承認内容を記載

★本部運営経費に繰り入れできる財源は前期末支払資金残高だけ

【会計処理】拠点区分間繰入金支出

別添資料Ⅲ４-９
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東京都との事前協議（社会福祉法人等は理事会承認）を
行うことなく本部運営経費を繰り入れていた



1．経理等通知 ③前期末支払資金残高
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前期末支払資金残高を原資に過大に繰入れていた

● 本部運営経費の見積額で承認を受けた場合、本部運営経費の実
績額が見積額より少なかった場合には実績額を基に繰り入れなけ
ればならないが、見積額で繰り入れていた

⇒ 本部運営経費の実績額を確認します

● 前年度の保育サービス推進事業補助金の交付対象となった
保育所が、都外に所在する施設※の経費に充当していた

※都外所在の都民対象施設を除く

別添資料Ⅲ4-9



1．経理等通知 ③前期末支払資金残高

本部運営経費として認められないもの
● 特定の役職員を被保険者とする解約返戻率の高い生命保険
契約の保険料

● 交際費で保育所の運営に関しないもの
● 固定資産取得支出

対象経費は、本部拠点の「人件費支出」「事務費支出」に相当す

る経費で、保育所の運営に関する経費に限り認められる

⇒ 本部運営経費の内容を確認しています
別添資料Ⅲ4-5、13
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本部運営経費に保育所の運営に関しない支出が含まれていた



1．経理等通知 ④当期末支払資金残高

● 当期末支払資金残高は、委託費収入の30％以下の
保有とすること

 次年度以降の運営や設備更新等を見据え、各種積立資産
に積み立てるなど資金管理を適切に行うこと

 当期末支払資金残高が、当年度の委託費収入の30％を超
える状況が継続すると、改善基礎分について加算が停止さ
れることがある

別添資料Ⅲ10
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当期末支払資金残高の保有制限



1．経理等通知 ④当期末支払資金残高

別添資料Ⅲ10
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● 大田区では、「東京都保育士等キャリアアップ補助金」と「
東京都保育サービス推進事業補助金」以外の法外援護費や宿舎
借り上げ支援事業補助金等については、上記算定に用いる委託
費収入に含めることは認めていません

⇒施設調査書（東京都版）P28で確認してください

委託費収入に法外援護費等を含めずに算定したところ
当期末支払資金残高が委託費収入の３０％を超えていた



1．経理等通知 ⑤積立資産目的外取崩し
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● 目的外に取崩す場合は東京都又は理事会の事前承認が必要

● 積立資産を充当して他の保育所の整備を行う場合には目的外
取崩しとなる。その場合、自治体から交付される整備補助金を
差し引いた額が対象経費となる

● 前年度以前に保育サービス推進事業補助金の交付対象となっ
た保育所は、積立資産を都外に所在する施設の経費に充当でき
ない

★法人本部や他の施設と同一の預金口座で管理する場合は各施設間の拠点区
分間繰入収入・支出を認識しないまま資金移動を行ない、積立資産を取り崩
している場合があるので注意が必要

積立資産の目的外取崩しの取扱い

別添資料Ⅲ3,6ｰ9



1．経理等通知 ⑥管理・運用

● 株式などリスクの大きい金融資産で運用していた

● 特定の役職員を被保険者とする解約返戻率の高い

保険で運用していた

＜安全確実でかつ換金性の高い方法とは＞

預貯金等のほか、国債、地方債 信託銀行への金銭信託等元本保証
のある方法が考えられ、株式投資、商品取引などリスクが大きいも
のは認められない。

● 積立資産に対応する資産が確保(管理)されていない

別添資料Ⅲ11
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委託費の管理・運用について、銀行、郵便局等への預貯金
等安全確実でかつ換金性の高い方法で行っていなかった



1．経理等通知 ⑥管理・運用

● 本部や他の施設への資金の貸付は法人の経営上やむをえ
ない場合に限り、年度内に限って認められる

・ 経営上やむを得ない場合とは、他の施設において補助金収入
の遅れにより資金不足を生じた場合等である

・ 本部への貸付の対象範囲は、「人件費支出」及び「事務費支
出」に相当する経費とし、社会福祉事業、公益事業、又は
収益事業に関する経費に限る。

● 法人外部への資金貸付は一切認められない

別添資料Ⅲ12
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法人本部や他の施設への貸付金が、年度内に精算されて
いない



２．施設の計算書類①

(1) 会計帳簿と計算書類が整合しているか

企業会計の残高試算表等から組替えて社会福祉法人会計基準の計算書類を作成してい
る場合は、作成過程の説明をお願いします

例）① 会計年度調整（4月から3月の集計表） ②勘定科目の組替

③ 社会福祉法人会計基準特有の組替仕訳

（例）拠点区分間繰入金収入・支出、拠点区分間繰入金収益・費用

○○積立金取崩額・積立額、○○積立資産取崩収入・支出

固定資産売却収入・取得支出・除却廃棄支出、借入金収入・返済支出

(2) 附属明細書を様式に従って作成しているか

・積立金・積立資産明細書

・基本財産及びその他の固定資産（有形固定資産）の明細書

・借入金明細書

(3) 計算書類等と附属明細書との整合性がとれているか 別添資料Ⅱ1-4
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保育所を経営する事業に係る区分を設けて、計算書類・附属明細
書を作成する



２．施設の計算書類②

● 本部の給与等の経費が保育所の給与等の経費として計上さ

れている

・ 本部の運営経費は保育所の経費として直接計上しない

・ 本部運営経費を支出する場合は、東京都または理事会の承

認を得て「拠点区分間繰入金支出」として会計処理する

● 保育所の補助金収入が本部で計上されている

他の施設と区分して計算書類を作成していない

別添資料Ⅱ1-4
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２．施設の計算書類③
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貸借対照表が当期末の残高を適正に反映していない

別添資料ⅡⅠ-4、Ⅲ３①

● 預金残高(積立資産を含む)が残高証明書と一致していない

・積立資産に対応する預金等を保有していない

・複数施設の積立資産又は現金預金を、法人本部等の同一の預

金口座で一括して管理する場合は、内訳表の作成等により、預

金口座残高の内訳がわかるよう資金管理を行う必要がある。

● 取得した固定資産が保育所に所在していない。

● 他の施設で使用する予定の施設整備借入金が計上されている
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積立資産の管理方法

 施設毎に積立資産に対応した預金口座を設けておらず、支払資金口座とは別の本部の
積立資産口座でまとめて管理している場合。

→内訳表の作成等により、預金口座残高の内訳がわかるように資金管理を行う。

① 法人全体の「総勘定元帳」の各積立資産の期末残高が金融機関の残高証明書の金額
と一致しているか。

② 「金融機関の預金通帳等の入金・出金・残高の金額」と法人全体の積立資産の「総勘定
元帳（G/L)・合計残高試算表（T/B)」の入金・出金・残高の金額と一致しているか。

③ 積立・取崩が経理等通知に従っているか。（事前協議も含む）

勘定科目 A保育所 B保育所 C保育所 ・・・ 法人合計

積立資産 XXX XXX XXX XXXX

金融機関
残高証明書

G/L・T/B 預金通帳

２．施設の計算書類③

別添資料Ⅲ3



３．処遇改善等加算
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●既存の手当てが名称を変えて処遇改善等加算Ⅱとして支給され
ている

●人事院勧告対応分が支払われていない

●実績報告書、賃金台帳、給与規程が整合していない

賃金の改善が行われていない

別添資料Ⅳ1-2



３．キャリアアップ補助金①
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キャリアアップ補助金を受けている施設は、「施設の収支」を

【財務情報等の公表】として一般に公表し、利用者にとって見

やすい場所に掲示するとともに、当該施設の全ての職員に対し

その内容を周知すること

「財務情報等の公表」が利用者にとって見やすい場所に掲示されていない

別添資料ⅣB4-5



3．キャリアアップ補助金②

(1)【財務情報等の公表】「施設の収支」が適正に作成されているか

①「資金収支計算書」から記載する

② 企業会計基準の計算書類から組み替えて作成する場合のポイント

 損益計算書の減価償却費など資金の増減に関係しない科目は支出項目に記載しない

 固定資産取得支出や借入金償還支出など損益計算書に記載はないが資金の増減に関係
するものを記載（借入金明細書等の附属明細書と一致すること）

 特有の会計処理：拠点区分間繰入金収入・支出、積立資産支出・取崩し収入を記載

別添資料Ⅳ3

(2) 計算書類等と整合しているか

 当期末支払資金残高が、貸借対照表の※流動資産から流動負債を控除した金額と一
致しているか。 ※（長期借入金（貸付金）から振り替えられた1年以内返済予定借
入金（貸付金）、引当金及び棚卸資産を除く）

 前年度の当期末支払資金残高が当年度の前期末支払資金残高に繰り越されているか
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「財務情報等の公表」を公表要領に従って作成する



連絡事項

１ 収支計算分析表の提出

● 各種積立資産積立支出及び当期資金収支差額合計が事業活動
収入計（決算額）の５％相当額を上回る場合は収支計算分析
表を提出

⇒ 施設調査書（東京都版） P28を確認して下さい

● 指導検査担当ではなく、保育サービス基盤担当宛てに「大田区

様式」で提出

２ 施設調査書の作成・提出

● （東京都版）施設調査書 P26-28 記載もれに注意

３ 指導検査にあたり

● 事前ヒアリング、事前の資料準備・提出のご協力をお願いします

別添資料Ⅰ3 、 Ⅲ14,15
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